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ひ
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農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
や
、

干
ば
つ
、
水
害
な
ど
に
強
い
農

業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
市
西
土
地
改
良
区

（
天あ

ま
ば
り
ゅ
う
も
ん

羽
龍
文
理
事
長
、
百
四
十
六

戸
、
八
十
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で

ほ
場
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
は
、
農
地
七
十
四
・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
画
整
理
や
暗あ
ん
き
ょ渠

排
水
工
事
、
農
業
用
用
水
路
工
事

な
ど
で
、
平
成
二
十
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

経
営
農
家
を
対
象
に
各
種
研
修
や

啓
発
な
ど
を
す
る
育
成
・
促
進
事

業
も
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
費
は

二
十
億
七
千
万
円
。

　

七
月
一
日
に
志
知
中
島
工
区

（
区
画
整
理
十
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
内
で
起
工
式
が
行
わ
れ
、
同

土
地
改
良
区
天
羽
理
事
長
が
「
農

業
経
営
の
市
の
中
核
地
と
な
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

中
田
市
長
は
「
日
本
一
の
農
業
を

目
指
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
を
目
指
し

市い
ち
に
し西
地
区
ほ
場
整
備
・
起
工
式

合
同
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

南
あ
わ
じ
・
鳴
門
・
東
か
が
わ
市

　

台
風
時
の
高
潮
被
害
に
備
え
た
、

「
高
潮
対
策
訓
練
」
が
島
内
全
域
の

海
岸
や
港
湾
な
ど
で
六
月
二
十
八

日
に
実
施
さ
れ
、
南
あ
わ
じ
市
内

で
も
福
良
港
や
湊
港
、
灘
海
岸
、

津
井
海
岸
で
関
係
者
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
午
前
九
時
三
十
分

に
高
潮
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
い

う
想
定
で
、
淡
路
県
民
局
か
ら
の

指
示
を
受
け
、
各
地
の
防
潮
施
設

操
作
責
任
者
が
防
潮
扉
を
締
め
、

海
水
の
進
入
を
防
ぐ
操
作
を
行
い

ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
十
六
号
時
に
、
高

潮
被
害
が
大
き
か
っ
た
湊
地
区
で

は
、
今
年
四
月
か
ら
、
地
域
住
民

が
港
内
の
防
潮
扉
の
開
閉
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
が
初
め

て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
六
人
ず
つ
二
班
に
別
れ
、
湊

港
の
三
十
一
の
防
潮
扉
の
う
ち

十
三
か
所
を
締
め
て
回
り
ま
し
た
。

　

関
係
住
民
の
方
々
は
「
非
常
時

に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
防
潮
扉
が

ス
ム
ー
ズ
に
動
く
よ
う
、
ゴ
ミ
が

詰
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
点
検

を
行
い
た
い
。
責
任
を
も
っ
て
役

割
を
果
た
し
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

▲下水道施設を見学する住民（福良浄化センター）

　▲防潮扉を閉める住民（湊港）

防
潮
扉
の
閉
鎖
訓
練

島
内
全
域
で
高
潮
対
策
訓
練
を
実
施

　

市
内
四
か
所
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
広
田
・
津
井
・
賀
集
・
福
良
）

が
完
成
し
、
処
理
施
設
や
環
境
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
下
水
道
処
理
場
施
設
見
学
会
が

七
月
十
七
日
、
各
施
設
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
、
朝
早
く
か
ら
近
隣
の
住
民

ら
が
施
設
を
見
学
し
、
係
員
か
ら

処
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
見
学
会
で

は
、
加
入
促
進
の
お
願
い
と
併
せ
て

宅
内
工
事
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し

た
ほ
か
、
環
境
に
や
さ
し
い
家
庭

用
洗
剤
も
配
布
。
四
施
設
で
合
計
約

三
百
六
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

福
良
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全

国
で
も
珍
し
い
「
海
水
混
合
棟
」

と
い
う
、
真
水
を
海
水
に
混
ぜ
て

排
水
す
る
施
設
も
あ
り
、
見
学
者

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
者
か
ら
は
「
水
が
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
仕
組
み
が
よ
く
わ

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

下
水
道
施
設
の
理
解
を
深
め
る

下
水
道
処
理
場
施
設
の
見
学
会

▲３市の観光・特産品などを紹介したパンフレット

▲市西地区ほ場整備事業の起工式
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南
あ
わ
じ
市
と
徳
島
県
鳴
門

市
、
香
川
県
東
か
が
わ
市
と
で
つ

く
る
「
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

交
流
圏
推
進
協
議
会
」
で
こ
の
ほ

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
名
所
や
特

産
品
を
紹
介
す
る
合
同
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
二
年
に
旧

西
淡
町
と
鳴
門
市
、
旧
引
田
町
が

県
境
を
超
え
て
交
流
を
深
め
、
地

域
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
設

立
。
Ａ
Ｓ
Ａ
は
阿
波
、
讃
岐
、
淡

路
の
ロ
ー
マ
字
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
見
開
き
地
図

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
や
渦
の

道
、
白
鳥
温
泉
な
ど
各
市
八
か
所

ず
つ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
手
延
べ
素
麺
や

な
る
と
金き

ん
と
き時

、
讃
岐
和わ

さ
ん
ぼ
ん
と
う

三
盆
糖
な

ど
の
特
産
品
も
写
真
で
紹
介
。
各

市
一
万
部
ず
つ
計
三
万
部
を
作
成

し
、
観
光
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
、
庁
舎
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

広報 

所
得
の
減
少
や
失
業
等
の
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
猶

予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
に
は
・
・
・

　

申
請
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

し
た
。

申
請
免
除
制
度

　

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
「
全
額
」
ま
た

は
「
半
額
」
免
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。

▽
対
象
者

　

①
所
得
が
一
定
の
基
準
を
下
回

　
　

る
方

　

②
風
水
害
、
失
業
等
で
保
険
料

　
　

の
納
付
が
困
難
な
方

　

③
障
害
者
ま
た
は
寡か

婦
で
、
前

　
　

年
の
所
得
が
百
二
十
五
万
円

　
　

以
下
の
方

　

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

　
　

助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い

　
　

る
方

▽
免
除
の
承
認
期
間

　

七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

所
得
の
低
い
三
十
歳
未
満
の
方

を
対
象
に
、
同
居
し
て
い
る
世
帯

主
（
親
な
ど
）
の
所
得
に
関
わ
ら

ず
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申

請
を
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◆
手
続
き

　

お
近
く
の
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
・
支
所
へ

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も

　
　

の
（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

　
　

書
な
ど
）

　

②
印
か
ん

※
失
業
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

　

給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

　

被
保
険
者
離
職
票
等

◆
そ
の
他

　

平
成
十
六
年
度
に
免
除
の
承
認

を
受
け
た
方
に
は
、
更
新
の
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八
月

十
九
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

　

☎
43
・
５
０
２
３

　

国
の
構
造
改
革
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
ま
で
は
補
助
事
業
メ
ニ
ュ

ー
に
従
っ
て
計
画
書
を
作
成
し

補
助
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
年
四
月
か
ら
地

域
再
生
法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
の

自
主
的
な
取
り
組
み
と
国
の
支
援

と
が
相
ま
っ
て
、
持
続
可
能
な
地

域
再
生
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
制

度
に
な
り
、
補
助
金
か
ら
交
付
金

へ
、
限
定
さ
れ
た
事
業
が
広
範
囲

に
わ
た
る
事
業
へ
、
一
省
庁
所
管

か
ら
複
数
省
庁
へ
と
移
行
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
街
全

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
総
合
的

に
事
業
を
行
う
と
い
う
地
域
ご
と

の
知
恵
比
べ
と
も
い
う
べ
き
内
容

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
①
「『
食
』
に
よ

る
南
淡
路
地
域
活
性
化
計
画
」
と

②
「
南
あ
わ
じ
ふ
れ
あ
い
共
生
の

ま
ち
再
生
計
画
」
の
二
計
画
が
認

定
さ
れ
、
先
日
東
京
の
憲
政
記
念

館
で
小
泉
総
理
大
臣
出
席
の
も
と

地
域
再
生
認
定
書
を
受
け
取
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

①
の
計
画
は
、
南
あ
わ
じ
市
道

と
洲
本
市
道
お
よ
び
オ
ニ
オ
ン
ロ

ー
ド
を
一
体
的
に
整
備
し
、
産
業

道
や
生
活
道
の
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、「
休
暇
村
南
淡
路
」
建
替

に
よ
り
、
地
場
産
食
物
の
Ｐ
Ｒ
を

推
進
し
、〝「
食
」
が
は
ぐ
く
む 

ふ

れ
あ
い
共
生
の
都
市
〞
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
平
成
二
十
一
年
度

末
ま
で
の
道
路
整
備
に
係
る
総
事

業
費
は
、
約
四
十
億
円
（
う
ち
交

付
金
約
二
十
億
円
）
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
②
の
計
画
は
、
汚
水

処
理
施
設
整
備
交
付
金
を
活
用

し
、
公
共
下
水
道
お
よ
び
合
併
浄

化
槽
設
置
を
進
め
、
家
庭
・
事
業

所
・
工
場
等
か
ら
発
生
す
る
し

尿
・
雑
排
水
等
の
汚
水
処
理
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
り
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。
平
成
二
十
一
年

度
末
ま
で
の
総
事
業
費
は
、
約

百
四
十
四
億
円
（
う
ち
交
付
金
約

五
十
六
億
円
）
の
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
市
民
や
議
員
の
皆
様
、

職
員
と
と
も
に
英
知
を
結
集
し
、

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

▲小泉総理出席のもと地域再生計画の
　認定を受けました


